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ⅰ （実験群） X O1
ⅱ （実験群） O1 X O2
ⅲ （実験群） X O1
（統制群） O1













































































は 2020 年 1 月 7 日から 11 日にかけて行った。加えて，日本協同教育学会が
刊行している「協同と教育」に掲載されている論文も対象とした。  
抽出する論文の基準は，a）通常学級での介入を実施している，b）介入の効
果検証を量的に行い結果を報告している，c）2005 年から 2019 年に公刊され
ている，の 3 点とした。除外基準には d）発表論文集や抄録に掲載されている，
e）介入の手続き，方法および結果に関する情報が著しく欠けている，の 2 点


















分類して検討した。その結果，36 件の論文から 51 件の評価指標が得られた。
そのうち，評価指標の項目数や因子数，および回答方法や調査方法の未記載な
ど，評価指標の記載が不十分とされるものは 17 件 (33.3%）であった。  
評価指標の結果の記載 結果の記載については，統計的手法と分析結果の記
載の有無を検討した。51 件の評価指標のうち，効果検討の分析に統計的手法




いずれかが未記載のものが 7 件（22.6%）であった。  
なお，統計的手法を用いた分析を行った 31 件のうち，方法における評価指
標または評価指標の結果において，記載が不十分であったのは 13 件（41.9%）




























51 件の研究デザイン方法と分析方法を Table 4 にまとめる。研究デザイン
は，統計的手法の活用の有無にかかわらず“1 群事前事後テストデザイン”が
最も多かった。また，統計的手法を活用する場合は，“不等価統制群事前事後







Table 4 分析方法と研究デザインの関係  
 
 
















検定 不明 計 計
不等価統制群事前事後ﾃｽﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ 5 1 1 － 7 1 8
不等価統制群事後ﾃｽﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ 1 － 1 － 2 2 4
1群事前事後ﾃｽﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ 4 10 6 2 22 14 36
1群事後ﾃｽﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ － － － － 0 2 2
その他 － － － ー 0 1 1











から O2（ベースライン期）の変化と O2 から O3（介入期）の変化を比較する
ことで介入効果を検討することができる。例えば，須藤・安永（2011）では，
3 学期の協同学習による学習成績を測定する際，1・2 学期の学習成績との比
較を行っている。このデータを用いて，1 学期から 2 学期のベースライン期と


























Table 5 その他の研究デザイン  
（安田・渡辺（2008）を元に作成） 
X：介入，O：測定（下付きは，測定回数）  
ⅴ （A群） O1 O2 X O3
（B群） O1 X O2 O3
ⅵ （実験群） O1 O2 X O3
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